(別添様式１)
平成２３年度　６月補正予算　　　支出科目　款：衛生費　項：薬務水道費　目：水道費
	事業名:水道水の放射性物質モニタリング検査等経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　健康福祉部　薬務水道課　薬事麻薬・水道担当　電話番号：058-272-1111（内2572）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11224@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：１，３７２千円
（現計予算額：　　　０千円　　　補正後予算額：１，３７２千円）

	要求内容


	１　要求の内容


（１）県内の5水系を原水等とする水道水について、放射性物質モニタリング検査を行い、水道水の安全性を確認するための消耗品費等。
　　検査予定：週３回検査　：１水道事業（木曽川水系）
　　　　　　　週１回検査　：４水道事業（飛騨川・長良川・揖斐川・神通川各水系）
　　　　　　　週１回検査　：依頼検査
	２　所要経費


（１）検査消耗品等（1,372千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


（１）平成23年3月18日

平成23年３月11日に発生した東日本大震災に起因する福島第一原子力発電所の事故の影響により、福島市の水道水から放射性物質が検出されたことを受け、岐阜県内の水道水の安全性を確認するため、岐阜県東部広域水道事務所中津川浄水場の浄水について、放射性物質の検査を実施したが、放射性ヨウ素及び放射性セシウムは検出されなかった。
この検査結果については、岐阜県のホームページで公表した。
【中津川浄水場の選定理由】

　　　県の東部に位置し、表流水（木曽川）を原水としていることから、県内水道への影響を調査するのに適当と判断した。

（２）平成23年3月24日から

　東京都の水道水から放射性物質が検出されたこと（平成23年3月23日東京都が公表）を受け、岐阜県内の水道水の安全性を確認するため、岐阜県東部広域水道事務所中津川浄水場の浄水について、放射性物質の検査を毎日実施し、現在（平成23年5月8日）のところ放射性ヨウ素及び放射性セシウムは検出されていない。

　この検査結果については、毎日、岐阜県のホームページで公表している。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）福島第一原子力発電所の事故が、現時点でいつ収束するのか見込みが立っておらず、長期間にわたり放射性物質の放出が予想され、年単位での監視が必要な状況である。

このような状況の中、中津川浄水場（木曽川水系）に加えて、県内の水系（飛騨川・長良川・揖斐川・神通川）を原水等としている水道水を追加して放射性物質モニタリング検査を実施し、広く県内の水道水の安全性を確認していく。
	決定額の考え方


　依頼検査に係る経費については、件数が不確定であることから計上を見送ります。

	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
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	現計
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	補正
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	1,372
	
	
	102
	
	
	
	
	1,270
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	1,200
	
	
	
	
	
	
	
	1,200


